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のち 

「軍 右衛門、 廉直に して」、 「九郎 右衛門 後に 講釈師と 

なる」 

廉直な どと 云う 形容詞で 書かれる 男 は 大抵 堅す ぎて 

女に すかれない。 武士であって 後に 講釈師に でも 成ろ 

うとい う 心掛けの 男、 こんなの は 浮気な 女に 時々 すか 

れる。 

そこで、 軍 右衛門の 女房 は 浮気者であった らしく、 

別 腹の 弟九郎 右衛門と いい 仲に 成って しまった。 寛延 

二 年の 暮の 話で ある。 翌年の 三月、 とつく から 人の 口 



り 背 をつ ける。 

「旦那 様？」 

暫く 声が しなかった と 思う と、 次の 室の 襖の 開く 音 _ 

九郎 右衛門 一大事と、 そろそろと 横に 歩みつつ 廊下へ 

出て 雨戸 を 開こうと する 時、 

くせもの 

「おつ —— 曲者つ」 

どんと 身体 を 雨戸へ 当てて、 庭へ 飛 降りる。 戸の 上 

へ 転ぶ、 その はずみ 刀 を 雨戸へ 突 刺して しまったが、 

抜 取る ひまがない。 両手の 空いた の を 幸、 塀を搔 昇つ 

て 一 目 散に 逃げて しまった。 



「頃 は # 時なん めり、 天 正 二十 三年 十一月、 上 杉 弾 正 

大弼輝 虎 入道 謙 信に 置かせられまして は、 越後 春 日 城 

に は 留守居と して 長 尾 越 前 守 景政を 残し、 選りに 選つ 

たる 精兵 一万 八 千騎を 引率な し、 勝利 を 八幡に 祈って 

勢 揃 を 為し、 どんと 打 込む 大太鼓、 エイ エイ エイと 武 

ひるがえ 

者 押し は 一 鼓 六 足の 足 並な り、 真 先立って 翻 る 旗 は 

刀八毘 沙門の 御 旗な り。 大将 謙 信に おかせられまして 

きんこ ざね もえぎ しょうじょうひ 

は、 金 小 実、 萌 黄と 白 二 段 分けの 腹 当に、 猩々 緋の陣 

羽織、 金 鍬 形 を 打った る 御 兜 を 一 天 高し と 押いた だき 

…：- J 

土間へ、 木戸の 暖簾 を 頭で 分けて 一 足入れた が、 混 



で 入つ てく る。 

足軽が 検 使の ある 左右へ 手桶に 水 を 入れて 置く。 侍 

頭 太鼓 を 脇に して 撥 を もっている。 

「佐々 木 清 十郎、 これへ」 

小目 付の 声に 左右から 出る。 

r 鎖帷子 の 類 は 着用 致し おらぬな」 

「致して おり ませぬ」 

「心静かに 勝負な されい」 

「有難う 存じ 奉ります」 

中 川 十 内、 同じ こと、 

「佐々 木九郎 右衛門、 出 ませい」 
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